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このたび、豊橋図書館長に再任されまし
た、文学部の下野正俊です。ドイツ哲
学を専攻しています。一期二年の務め

と思っておりましたが、もう一度場所を与えて
いただきました。塩山新館長を始め図書館に関
わる多くの方々との協力関係のもと、任を果た
すことができれば幸いです。改めまして二年間、
よろしくお願い申し上げます。
　任を果たすとは、問題を正しく認識しその解
決を図ることにほかなりません。私の見るとこ
ろ、問題は豊橋固有の問題、愛知大学図書館全
体の問題、そして大学図書館一般の問題という
三つの層に分かれます。
　固有の問題は、建物設備の老朽化への対応で
す。現在の建物が1966年に建ち、新しいはず
の第二書庫でさえ1999年と既に築20年が経
とうとしています。耐震対策はもちろん、古く
なって用をなさない設備の更新にとどまらず、
全体の建て直しは喫緊の課題です。
　この豊橋図書館の施設問題は、愛知大学図書
館全体の問題、そしてそれを超えて大学図書館
全体の問題へとリンクします。名古屋図書館は
外部書庫という弱点を当初からかかえています。
その解決には、豊橋を含めた愛知大学図書館全
体のグランド・デザインが必要です。グラン

ド・デザインを構想するには、大学図書館全体
が直面する二つの状況、すなわち第一に急速に
進行する資料のデジタル化、第二にこれまでの
ILLの次元にとどまらない複数大学の連携（コ
ンソーシアム）による図書館のネットワーク運
用という状況についての理解と見識が不可欠で
す。コンソーシアム化は海外、首都圏・関西圏
では既に始まっている潮流であり、本学も遠か
らずその波に飲み込まれることは明らかです。
こうした重層的に関係する課題を念頭に置いた
グランド・デザイン（あえて言えば「理念」）を
持たずに建て直しをすれば、必ず将来に禍根を
残します。多くの方々の知恵と見識を集約して、
来るべき豊橋図書館のあり方を見出すことこそ
が、私の任でありましょう。
　偉大な図書館学者ランガナタンは、「図書館
は成長する有機体である」と言いました。有機
体、すなわち生物が環境の変化に適応して姿を
変えながら成長し続けるさまは、時代の要請に
応じて図書館が姿を変えながら成長し続ける様
子と重なります。この変化と成長の有様こそが、
上に記した「理念」に他なりません。学生、心
ある教職員の皆さんとともに、図書館の「理念」
を考え続けていきたいと思います。

2 018 年 10 月から 2 年間、図書館長を
つとめることになりました国際コミュ
ニケーション学部の塩山正純と申しま

す。どうぞ宜しくお願いします。
　私の専門は中国語学で、特に近代西洋人の中国
語学習・研究史について勉強しています。よく
閲覧調査でヨーロッパの図書館も訪れますが、
彼の地では、資料は使われてこそ活きる、とい
う姿勢が徹底しています。実は、愛知大学の図
書館も貴重な資料を豊富に所蔵しており、資料
を必要とする人へのホスピタリティも遜色あり
ません。ただ残念なことに、貴重資料を閲覧す
る専用の場所がありません。そうした場所があ
れば、利用者に親切なだけでなく、これまで蓄
積して来た貴重な資料を「見える化」する一つ
の型にもなります。学内にある沢山の資料を世
の中に公開・発信していくハブとしての役割も
含め、図書館が出来ることを考えていきたいと
思います。同じく「見える」と言うことでは、
名古屋図書館の蔵書五十数万冊が外部書庫に
「仮」置きされて七年目、資料を見て調べられ
ない不便な情況が続いていますので、図書館で
実際に本を見て使える環境の回復に近づく努力
を続けます。
　二十数年前に私が学生だった頃、図書館は静
かに利用するのが当然の場所でしたが、学びの

スタイルが多様化し、図書館の役割も多様化し
ています。それでも伝統のある大学では、図書
館がキャンパスの中心にあって、大学らしさの
シンボルになっていることに変わりはありませ
ん。もしキャンパスに図書館が無かったら、そ
れはなんとも間の抜けた空間です。「腐っても
鯛」は少々乱暴な言い方ですが、なぜ大学に図
書館があるのか、大学の図書館の魅力とは何か、
皆さんと一緒に考えながら、より魅力的な学び
と研究の空間にする工夫をしていきたいと思い
ます。また、例えば、劇場がいくら立派な建物
でも、お芝居とそれを演じる俳優、スタッフそ
して見物客が居なければ無味乾燥な箱に過ぎな
いのと同様に、図書館も、人が集まって図書館
らしく使われてこそ活きた場所になります。皆
さんにお願いですが、授業のある日、大学に来た
ら図書館に足を運んで一役買って下さい。そし
て、色々な意見を寄せて下さい。
　それから、豊橋と名古屋の図書館は、二つ合
わせて一つの愛大図書館です。名古屋校舎の都
市型キャンパスの図書館と豊橋校舎の郊外型
キャンパスの図書館の特性を今以上に活かした
学びと研究の場にしていくために、各々の良さ
をお互いに発信して、両校舎の図書館を目的に
応じて活発に使ってもらえるように、旗振り役
をつとめたいと思います。
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勉強と研究は似ているようで異なる作業である。
むろん「研究」の土台として「勉強」が必要となる。そのうえ
で「研究」には社会や世界についての主体的な問題関心と,
それにもとづくテーマを見出し深く育んでいくエネルギーが
欠かせない。それは教員が学生に与えうるものではない。
教員と学生の学問的な意思疎通を通じて,学生自身が発見,
探究していくことが決定的に重要だ。難しい作業だが,それ
こそ大学生が今も昔も変わらず持ち続けるべき素養だろう。
「卒業研究」は学生時代の最後に取り組むべく,いわば集大成
的な営みにほかならない。「勉強」というものを超えた成長
を経験できるきわめて貴重な機会ではないか。そして「本」
は机上の空論を綴ったものではない。本は己の知識や思考
の狭さを気付かせてくれる導きの糸であり,われわれは「本」
を通じて「謙虚に学ぶ」ことができるのだ。
「分からなくても自分で考えろ。答えを知ったときの喜び
がより大きくなる」。ガリレオこと湯川学・帝都大学准教授
（福山雅治）主演の映画『真夏の方程式』に登場するセリフだ。
理科嫌いの小学4年生の少年に発したこの言葉,年齢に関係
なく真理を突くなかなかの名言だ。「分かる」ために必要と
なるツールは,現代においてわりと揃っている。あとはそれ
を効果的に活用できるかどうかだ。学生諸君はもっと大学の
先生を活用し,ともに語らい大いに議論してよい。愛知大学
の学生は確かな潜在性（=ポテンシャル）をもっているのだ
から。
せっかくなので自身の体験を記しておきたい。学部時代の

わたしは（学部の）懸賞論文に挑戦する所属ゼミの伝統を引
き継ぐこととなった。3年次の早い段階からテーマ決めが
おこなわれ,3年次が終了する頃には1つの形になっていた。
当時の慶大ゼミは週2回の4コマあり,出席するだけでも相
当な予習が必要だった（夏合宿は4泊5日,春合宿は2泊3日
にて遠征）。数冊の専門書を鞄にいれて就活し,就活後も卒論
への関心は続いていた。それは研究テーマへの愛着と懸賞
論文の審査のパスという強い想いがあったからだろう。3倍
近い審査のパスは容易でない。新進気鋭の若手教員の手厳
しくも的確な疑問の数々をクリアし,納得させなければなら
ない。指導教授,院生,ゼミメンバーなど皆がわたしをバック
アップしてくれた。そのときの学術論文がわたしのデビュー
作となった。翌年,非常勤で来られた伊藤誠先生（現在東大
名誉教授）との出逢いと交流のきっかけをつくってくれたの
もこの論文だ。そこから20年以上の月日が経つが,審査原稿
とコメントは今も手元にきちんと残してあり,なにかに行き
詰ると眺め返したりする。「知」というものを真摯に探究し
た原点がそこに刻まれており,それはけっして色褪せない。
「時（とき）」の速度と深度が鮮やかな感慨を生む。
大学環境も年々厳しくなっている昨今だが,時代に適応し
ながら「変えて」いくものと,「変えず」に守っていくべきもの
とがあろう。「本」を読み,「卒論」を書くこと,わたしにはもっ
とも大学生らしいと実感できる営みだ。卒業研究は<基本>
を学びながら<既存>を超える試みなのだ。ぜひ多くの学生
が卒業研究に挑んでほしい。
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